
県西地域産農産物の流通ネットワークモデル及びブランド化推進事業について

１ 目的

「未病を治す」取組みを重点的に進める県西地域において、農産物のブランド化と、生産者と農産物を利用・販

売する事業者を結びつけ、双方のニーズにあった農産物の流通ネットワークの構築に向けたモデル事業を展開

する。

農産物の検品

２ 主な取組み内容

○ 地域の生産者と「里の駅」等の宿泊施設や飲食店等の事業者を結びつけ、双方のニーズにあった農産物

を生産・購入できる双方向の流通ネットワークをモデル的に試行し消費者へ県西地域の農産物を供給。

○ ブランド化を推進するため、「未病を治す」東洋医学の考えを取り入れ、県西地域の農産物を「食」や「食

材」の視点から「未病を治す」啓発を行うため、１０品目の販促用チラシ案を作成し、消費者から意見聴取。

○ 試行期間は平成２７年９月１７日から１２月４日まで

資料４

販売店での小売

【流通ネットワーク参加者と品目】

・生産者数：３１件
・宿泊施設：６件、販売店３件
・品目：ネギ、キャベツ、ブロッコリー、ハクサイ、ミズナ、ホウレンソウ、ダイコン、

カブ、ニンジン、トウモロコシ、サトイモ、ヤマイモ、ミカン、レモン、キウイ
フルーツなど

「未病を治す」東洋医学の考え方を取り入れた販売促進用POPと料理⽤レシピ
（慶應義塾大学監修）


